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四
月
十
三
日
夜
、
宇
治
市
槙
島
町
、
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
の
「
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
槙
島
」
（
千
百
四
十
三
世
帯
）

の
住
宅
棟
五
階
か
ら
出
火
し
た
際
、
団
地
内
の
路
上
駐
車
が
消
防
車
（
は
し
ご
車
）
の
進
入
を
妨
げ
、
約
十
分
間
、

現
場
に
接
近
で
き
ず
焼
死
者
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
京
都
市
西
京
区
の
「
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
（
一
万
千
世
帯
）

で
は
、
路
上
駐
車
の
た
め
「
引
っ
越
し
の
ト
ラ
ッ
ク
が
入
れ
な
い
」
「
駐
車
場
か
ら
出
ら
れ
な
い
」
「
ゴ
ミ
収
集
車
が

通
れ
な
い
」
な
ど
の
苦
情
が
派
出
所
に
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
道
路
上
に
駐
車
し
た
車
の
間
か
ら
の
飛
び
出
し
事
故

も
問
題
に
な
っ
て
い
る
。 

交
通
白
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
十
年
間
、
全
国
で
運
転
免
許
の
保
有
者
数
は
二
千
六
百
四
十
五
万
人
か
ら
五
千

九
百
十
六
万
人
と
二
・
二
倍
に
、
自
動
車
保
有
台
数
は
千
八
百
五
十
九
万
台
か
ら
五
千
七
百
九
十
四
万
台
と
三
・

一
倍
に
急
増
し
、
今
日
、
約
一
世
帯
あ
た
り
二
台
の
保
有
に
至
っ
て
い
る
。 
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地
方
自
治
体
の
な
か
に
は
、
指
導
要
綱
で
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の
際
に
駐
車
場
設
置
を
義
務
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
京
都
市
の
場
合
、
駐
車
場
設
置
を
住
戸
が
三
十
ま
で
の
場
合
に
一
台
以
上
、
三
十
を
超

え
る
と
二
十
戸
ご
と
に
一
台
と
い
う
基
準
で
現
実
か
ら
か
け
離
れ
た
状
況
に
あ
り
、
急
激
な
車
両
増
加
に
対
応
し

き
れ
て
い
な
い
。 

今
国
会
で
の
道
交
法
な
ど
の
改
正
か
ら
み
て
も
、
駐
車
場
の
増
設
、
と
り
わ
け
集
合
住
宅
で
の
駐
車
場
の
確
保

は
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。 

一 

国
は
、
新
設
の
公
営
住
宅
・
公
団
住
宅
が
戸
数
に
み
あ
う
必
要
な
駐
車
場
を
確
保
す
る
よ
う
、
基
準
を
設
定

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
既
設
の
公
営
・
公
団
住
宅
及
び
民
間
の
集
合
住
宅
に
つ
い
て
も
必
要
な 

ま
た
、
住
都
公
団
は
、
駐
車
場
設
置
基
準
は
も
た
ず
、
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
京
都
の
府
営
住

宅
で
は
、
全
く
設
置
し
て
お
ら
ず
、
京
都
市
営
住
宅
で
は
住
戸
の
三
分
の
一
の
設
置
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

よ
っ
て
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。 

四 

 



 

 

五 

駐
車
場
の
確
保
を
強
く
要
請
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

二 

公
営
住
宅
に
お
い
て
は
、
従
来
駐
車
場
用
地
取
得
が
補
助
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。
国
は
、
必
要
な
駐
車

場
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
自
治
体
の
駐
車
場
用
地
取
得
を
補
助
対
象
と
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

三 

身
体
障
害
者
で
車
が
生
活
の
必
需
品
と
な
っ
て
い
る
方
々
の
駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て
、
国
及
び
地
方
自
治

体
は
積
極
的
な
対
策
を
と
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


